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障
害
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遷

　

障
害
者
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
40

年
代
は
、障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
が
今
の
よ
う
に
十
分
に
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
制
度
の
不
足
を
補
う
た
め
、昭

和
46
年
度
か
ら
市
民
福
祉
年
金
制
度
で
現

金
支
給
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、平
成
18
年
施
行
の
障
害
者
自
立

支
援
法（
現
在
の
障
害
者
総
合
支
援
法
）に

よ
り
、障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
増
加
し
ま
し
た
。
現
在
は
、市

民
福
祉
年
金
制
度
が
開
始
さ
れ
た
当
時
と

比
べ
て
、在
宅
生
活
を
支
援
す
る
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
や
施
設
に
通
っ
て
介
護
支
援
を
受
け

る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、障
が
い
の
あ
る

人
の
社
会
活
動
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
な

ど
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、療
育
を
必
要
と
さ
れ
る
障
が
い
の

あ
る
児
童
が
利
用
で
き
る
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
児
童
発
達
支
援
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
、児
童
や
そ
の
家
族
を
支
援

し
て
い
く
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
こ
と
に

加
え
、障
害
者
認
定
件
数
も
増
加
し
て
い
る

た
め
、令
和
４
年
度
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

費
は
、平
成
19
年
度
の
約
５
倍
に
な
っ
て
お

り
、今
後
も
増
え
て
い
く
見
込
み
で
す
。

　
な
お
、障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
や
年
金
な
ど
が
拡
充
さ
れ
、市
民

福
祉
年
金
制
度
は
所
期
の
目
的
を
達
成
し

た
の
で
、令
和
6
年
3
月
の
支
給
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。
ま
た
、そ
の
財
源
は
持
続
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
創
設・充
実
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、（市）
障
害
福
祉
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
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三木市役所・〒673－0492 上の丸町10-30・☎82－2000　吉川支所・〒673－1192 吉川町大沢412・☎72－0180　【開庁時間】平日午前8時30分～午後5時

新たな支援や既存サービスを拡充していきます

主な障害福祉制度やサービス

生活支援サービス
就労支援や入浴、排せつ、食事の介護、創作的活動や生産活動の機会の提供を行います。

医療
重度の障がいのある人
の外来や入院にかかる
医療費を助成します。

手当
常時特別の介護を必要とする状
態にある重度障がいのある人の
経済的な負担軽減を図る目的とし
て支給される手当です。

意思伝達
手話や要約筆記を必要とす
る障がいのある人に、手話通
訳者や要約筆記者を派遣し
ます。

障がいのある人の
文化や芸術の支援

就労移行支援

短期入所

共同生活援助（ｸﾞﾙｰﾌ ﾎ゚ｰﾑ）

移動支援

日常生活用具給付

重度障害者福祉医療 障害児福祉手当

特別障害者手当

手話通訳者・要約筆記者
の派遣事業

「こども発達支援センター
にじいろ」の機能強化

就労継続支援

同行援護

児童発達支援

日中一時支援

福祉タクシーなどの運賃助成

生活介護

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

放課後等デイサービス

補装具費支給

手話で市政情報を発信

広報みき 2024.2

　児童発達支援センターとし
て、嘱託医の相談などの機能を嘱託医の相談などの機能を
追加し、地域全体の障がいのあ追加し、地域全体の障がいのあ
る児童やその家族の支援を行うる児童やその家族の支援を行う
中核機関としての体制強化を図中核機関としての体制強化を図
ります。ります。

三木市公式YouTubeチャンネ
ルにて配信中の「三木市しゅわ
ちゃんねる」は、聴覚に障がいの
ある人や耳が聞こえにくい人へ
の支援として、市政情報や暮ら
しの情報などが分かりやすく伝
わるように字幕のついた手話動
画を配信しています。

　市役所3階での常設展示に加　市役所3階での常設展示に加
え、障害者週間（12月3日～9日）え、障害者週間（12月3日～9日）
での芸術作品展示を充実するなでの芸術作品展示を充実するな
ど、芸術文化活動の振興を図るど、芸術文化活動の振興を図る
とともに、自立と社会参加を促とともに、自立と社会参加を促
進します。進します。

　制度やサービスを希望する場合は、市ホームページで確認、または
(市)障害福祉課に問い合わせてください。

補装具費支給

▲ 詳しくは
　こちら

約5倍

関連する関連する
SDGｓ目標SDGｓ目標

令和4年度 平成19年度

約18.2億円

●
障
害
福
祉
施
策
の
拡
充
の
歴
史

◀◀◀◀

約3.6億円

▲ 詳しくは
　こちら


